主任介護支援専門員更新研修について



１【改正の概要】☆ 平成２８年度から主任介護支援専門員が更新制となっています。





（参照）主任介護支援専門員更新研修　受講年度フローチャート


○研修体系に新たに「主任介護支援専門員更新研修」が創設されました。
○主任介護支援専門員の有効期間が５年間になりました。
　→介護支援専門員と同様、有効期間が満了する前に主任介護支援専門員研修を修了する必要があります。
○「主任介護支援専門員更新研修」を修了した場合、「介護支援専門員更新にかかる研修（実務従事者・専門Ⅱ相当分）」を修了したものとみなされます。
○介護支援専門員の有効期間が先に満了する場合は、これまで通り介護支援専門員を更新するための研修（更新研修又は専門研修）を修了し、更新手続きをする必要があります。
[bookmark: _GoBack]○平成２８年度以降の主任介護支援専門員研修、主任介護支援専門員更新研修の修了者は、埼玉県が独自に発行する（主任）介護支援専門員証が交付されます。（レモン色の台紙です。）
　※交付対象者：平成２８年度以降主任介護支援専門員更新研修の修了者（全員）
　　　　　　　　平成２８年度以降主任介護支援専門員研修の修了者（希望のみ）
　・主任介護支援専門員更新研修を修了後、
有効期間を揃える場合の証
・主任介護支援専門員更新を修了後、有効期間を
揃えない場合の証
・主任介護支援専門員研修を修了後の証（希望者
のみ）
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２【更新にあたっての注意事項】
○主任介護支援専門員更新研修を期間内に受講しない場合、主任介護支援専門員ではなくなります。
　※再び、主任介護支援専門員として実務に就く場合には、改めて主任介護支援専門員研修を受講することになります。
○主任介護支援専門員更新研修では、各科目における到達目標を達成しているかについて、修了評価を実施し判定することになっています。
※判定の結果によっては、受講した年度に主任介護支援専門員更新研修の修了が認められない場合があります。
○主任介護支援専門員更新研修の受講案内通知は、御本人様宛てに送付されませんので、資格は御自身で管理し、計画的に研修を受講してください。
○主任（更新）研修の受講要件は、登録地及び勤務地が「埼玉県」の方となっています。登録地が他県の方は原則、受講できませんので、登録移転を行ってください。
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